
1 ．はじめに

　我が国の放射線関連の計量トレーサビリティは国
家標準研究所（NMI）である産業技術総合研究所（以
下，産総研）の計量標準総合センターで維持してい
る国家標準を起点としている。各国の国家標準の国
際的な同等性を確保するため，メートル条約に基づ
き，国際度量衡局（BIPM）に国際度量衡委員会
（CIPM）が設置されており，放射線関連量について
は放射線諮問委員会（CCRI）にて国際比較，校正
測定能力（CMC）等，国際相互承認（CIPM-MRA）
に関することを中心に検討されている。また地域レ
ベルでの NMI間の協力や調整を行うための地域計
量組織（RMO）が組織されている。日本はアジア
太平洋計量計画（APMP）に属しており，APMP内
に放射線技術委員会（TCRI）が設置されている。
CCRIは隔年，TCRIは毎年，本会議及び関連会議
を開催しており，各国の代表が集い活発な議論が行
われている。日本からは産総研の X・γ 線，放射能，
中性子標準の校正責任者が代表として派遣されてい
る。以下に 2019 年度に開催された CCRI 及び
APMP関連会議について報告する。

2 ．CCRI 関連会議

　CCRI は本委員会の下に作業部会 CCRI（I），
CCRI（II），CCRI（III）があり，それぞれ X・γ 線，
放射能，中性子に係る課題を議論している。また，
国際比較の運営や結果の審議を行う KCWG等，常
設の作業部会を設けている。委員会の構成員は

CIPM-MRA加盟国及び ICRU，IAEA等の国際機関
によっている。2019年の会議は以下の日程でパリ
郊外のセーブル市にある BIPMにて開催された。
6月 4日：KCWG（I），（II），（III）
6月 5日～6日午前：CCRI（I），（II），（III）
6月 6日午後：Strategic WG

6月 7日：CCRI本会議（図 1）
　KCWG（I）では各国 NMIの校正能力を示す
CMCよりシンプルな表へ変更すること，また
BIPMとの国際比較の期限を 10年から 15年へ延長
するかどうかについて議論が行われた。（II）では
NMIJがパイロットラボラトリーとなっている 3件
を含む国際比較の進捗報告，今後 10年間の国際比
較の予定の見直し，新たな国際比較の提案があった。
（III）では中性子周辺線量当量と 252Cf中性子放出率
の国際比較の進捗が報告され，新たな国際比較とし
て単色中性子フルエンス，熱中性子フルエンス率，
中性子個人線量当量の提案があった。
　CCRI（I）では ICRU90への対応状況の確認，
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図 1　CCRI 参加者（2019 年 6 月 7 日 BIPM にて）
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BIPMとの国際比較で 137Cs線源が今後使用できない
ことから，オーストリアの IAEAの施設を利用して
行う予定であること等が報告された。（II）では
BIPMが維持している放射能標準システム（SIR）
に関連して，226Raに替わる新たな標準線源の開発と，
単電子計測技術を応用した革新的な電流測定システ
ムの開発プロジェクトの立ち上げが報告された。
（III）では，CMC再編が議論され，中性子周辺線量
当量と中性子個人線量当量が，中性子フルエンスか
ら導出される量であるため，リストから省かれるこ
とになった。より高い中性子エネルギーへの拡張と
高強度中性子，環境レベルの低強度中性子に対する
計測技術の拡張が活動戦略に追加された。
　Strategic WGは CCRIの活動戦略を検討するため
に設けられた。各国計量研究の予算が減る一方で，
EUの計量研究を推進する EMPIRの様々なプロジェ
クトが成果を出しているなか，BIPMの研究の柱を
定めるための案を出し合った。
　CCRIでは各分科及び分科をまたがる課題を議論
している。国際比較に基づいて各国測定能力の同等
性を示す国際機関比較データベース（KCDB）の状
況，各 RMOの活動，課題について情報を共有した。
国際比較報告書のレビュー方法について議論された
他，医療における計量研究プロジェクトとして，放
射線による分子治療と診断画像の定量化を目的とす
る，CCRI（I）と CCRI（II）との合同作業グループ
の立ち上げが議論された。

3 ．APMP 関連会議

　放射線関連は TCRIの本会議とワークショップで
議論された。また APMPでは複数の量目が関連す
る課題についてはフォーカス部会で議論されてお
り，医療用標準に関するフォーカス部会（MMFG）
にて放射線関連の話題があった。TCRIワークショッ
プはオーストラリア・メルボルンにあるオーストラ
リア放射線防護・原子力安全庁（ARPANSA）で，
TCRI本会議及びMMFGはシドニーのシドニー国
際会議場で開催された。
11月 29日：MMFGワークショップ

11月 30日：TCRIワークショップ
12月 2～3日：TCRI本会議
　MMFGワークショップでは医療における力学標
準や標準物質等に関する議論に加え，放射線の医療
応用に関して，PETや SPECTの画像強度，あるい
は CT画像の空間分解能評価のための標準について
議論された。
　TCRIワークショップでは，各国標準研の最近の
研究活動について報告された。産総研からは，モニ
タリングポストの現地校正手法の開発，またマンモ
グラフィ線質の開発及び X線自由電子レーザの強
度測定に関して報告した。韓国 KRISSからは椎茸
及び牡蠣中の放射能測定の報告，オーストラリア
ANSTOからは開発中の 4πβ-γ 同時測定装置の新
データ収集系について紹介があった。
　TCRI本会議では APMP圏の各 NMIの活動報告
（タイ OAPの線量標準の高度化等），APMP内で行っ
ている国際比較の状況（192Ir空気カーマ，低線量率
の X・γ 線校正（イニシアティブ），牡蠣及び椎茸
中の放射能，134Cs，137Cs放射性溶液，短半減期核種
123I等）についての確認，CCRIでの議論の情報共有
が行われた。TCRIの議長は中国 NIMのWu Jinjie

氏の任期が満了し ARPANSAの Duncan Butler氏が
就任することになった。

4 ．まとめ

　計量標準の国際同等性を実現，維持するためには，
NMIは自らの技術力の維持に努めると共に定期的
な国際比較によりそれを証明し続けなければなら
ず，会議において各国の状況を把握しつつ自国の計
量ニーズについて情報発信することが，重要な役割
を担っている。計量トレーサビリティは，計測の品
質を高め，維持するために必要かつ有効な社会イン
フラであり，CIPM-MRAにより世界とつながって
いる。ぜひ皆様の国際的事案の改善のためにお役立
ていただきたい。今後の国際的動向についても定期
的に報告する予定である

 （（国研）産業技術総合研究所）
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